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世界に開かれた仏教社会福祉
　　一画面仏教社会福祉一※
三友量順※※
はじめに
　本稿は，日本仏教社会福祉学会の編纂する『仏教社会福祉入門』〔平成22年秋に法蔵館より
刊行予定〕に，筆者がよせた担当の小節部分「世界に開かれた仏教社会福祉」を軸として，仏
教の社会活動への展開と，海外における仏教社会福祉活動を概観するものである。海外の仏教
福祉活動を包括的に紹介した報告は少ない。海外における仏教福祉活動は，わが国の仏教関係
者によるもののみならず現在では広くアジアの仏教国で展開されている。国内外には，本稿で
言及していない様々な団体や個人による諸活動があることもことわっておきたい。仏教が時代
とともに，社会との関わりを積極的に展開したのは，理法（ダルマ）を社会に実現するという
普遍的な精神があった。本稿では，超宗派的な視点から，今後の海外仏教福祉研究になにがし
かの基礎的知見になればと考え，付加「IV．対立から宥和へ」も含めて本学部紀要『人間の福
祉』に載せておきたい。
1．解脱（モークシャ）の理想「静」から共生の社会活動「動」へ
　仏教には，もともと特定の民族や国家，あるいは信仰共同体という枠を超えた普遍性があっ
た。生きとし生けるものの福祉（ヒタ，幸福）を願う，そのために釈尊は，仏弟子たちにあら
ゆる方角に赴くことを奨励している。
　釈尊の伝道宣芦として知られることばがある。『律蔵マハーヴァッガ』にはそれが次のよう
に述べられている。
「ビクたちよ，遊行せよ（＝行動せよ，チャラタ）。多くの生類（ジャナ）の福祉（ヒタ）の
ために，多くの生類の安楽（スカ）のために，世界を憐れみ（ローカ・アヌカンパー），神々
や人間などの利益（アッタ）のために，福祉のために，安楽のために。」〔MV．，1．11．1〕1
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　ここに引用した釈尊のことばは，現代において海外仏教福祉を実現する根拠となるものであ
ろう。仏教思想では，われわれの行為には，身体・ことば・こころの三種の行為（三業）があ
るとする。そのいずれも仏教社会福祉に欠くことは出来ない。社会福祉の実現にむかう現代の
仏教者の行為にもそれは結びつくものである。
　しばしば，社会（福祉）活動は具体的な実践や事業が注目される傾きがある。可視的なもの
具体的なもの（行動・活動）に評価の基準が置かれる。そうした傾向は東アジア，もしくは漢
字文化圏に共通する民俗の思惟傾向につながるものである。しかし，精神面の活動（指導）も
本来は社会福祉の実現に向かう仏教者たちの主要な行為の一つであることを忘れてはならない
だろう。
　仏教福祉と仏教社会福祉という両者の言語表現に拘りを持つ研究者もいる。宗教と社会科学
との対比における，「社会」という表現に内包されたイデオロギィー的な違和感が払拭されて
いなかったからである。初期仏教以来，大乗経典のテキストにおいても一貫してしばしば登場
するヒタ（hita）の語を，福祉と和訳すべきことを筆者は先に提案した2。翻訳語が現代社会
に新しい感覚をもって受け入れられることも，仏教の現代的・合理的な理解や解釈につなが
る。ヒタ（しあわせ）を個人のレベルから他者や集団へと展開する際には，必ず社会との関わ
りが生ずる。釈尊が願った「世界の福祉と世界を憐れむ（ローカ・ヒタ・アヌカンパー）」行
為は，現実の社会とのつながりなしには実現しえないからである。
　ゴータマ仏陀・釈尊のことばとして，社会が理想的な共和制を採るかぎり繁栄はあっても衰
亡のないことを初期佛典は伝えている。その社会では，多くの人々が会議（sannipata）に参加
し，協同して行動し，古くからの言い伝えを守り，古老（mahallaka）の言葉を聞き，暴力行
為のない，宗教（cetiya，霊域・聖廟）を敬う社会であるという3。一方で，現実の世界は共
和制を掲げていても，それらの国々は必ずしも実際は釈尊が理想とした社会ではない。古老や
宗教を敬い，暴力行為がないという，精神面の徳目の充実したところに釈尊の理想とした共和
制社会にはあった。
　釈尊の時代の，古来のインド的な宗教観では，宗教家はムニ（牟尼muni）が理想の姿とさ
れていた。ムニは「沈黙の（誓いをまもる）聖者」の意味である。宗教家が到達すべき境地
は，インドー般に「解脱（モークシャmok寧a）」と称された。その原意は束縛から開放された
精神的な自由な境地を意味した。M・ガンディー（1869－1948）は，モークシャを現代的に
「自己消滅」ととらえた。それは利己主義・自己中心主義にたいする「謙遜」を意味するもの
であるという〔偽ノRθ1ゴ8’oη，1955〕。これなども宗教的な述語を現代的に解釈する際の優れた
例である。
　古代ギリシャの哲学者たちが理想とした，アタラクシヤ（こころの不動の状態）やアパテイ
ア（超然とした生き方）は，当時のインドの宗教家のめざす理想の境地（解脱）にもつうじる
ものであった。出家者たちの生きかたは，世人とは別なものであると考えられてきた。しか
し，そうした境地を目指し修行をするのは，出家干たちの精神面の修養の姿の一端であり，釈
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尊は，決して自らの修行にのみ専念することを勧めていたのではない。
　かれら修行者（比丘ビク，沙門サマナ）たちは人々の布施によって生活をしており，直接，
生産や流通・商業にたずさわることはなかった。このようなかれらの生活が教団（サンガ）の
戒律となって定着すると，出家の修行僧たちは，自らの修行とともにひとがたもつべき理法
（ダンマ，ダルマ）や戒めを人々に伝え広めた。仏教の説く理法（ダルマ）には，釈尊の教え
という意味と真理という意味がある。社会にたいするかれら出家の僧侶たちのっとめは釈尊の
教えを伝え広めることでもあった。伝統的な仏教の戒律では，出家の修行僧たちは在俗の覧た
ちとの交流や接触をきびしく制限する。それは初期の大乗仏教内でも大乗の出家の者たちに
とっては同様であった。
　社会参加型の仏教（Engaged　Buddhism）として，タイ東北部の開発僧の取り組みが注目され
ている。山間部や地方の開発のために，政府がサンガ（僧団）の僧侶を派遣したことなどが契
機となった4。それが内部自発的なものではなくとも，社会に参加することは，社会と修行僧
たちの，時代に応じた接点の変化であるし，現代的な仏教の姿の一つとしても位置づけられ
る。伝統的な上座部仏教を受け継ぐタイにおいては，専門の出家の僧侶たちは，今日でも修行
時一般には在家のものたちと会話も会釈もすることはない。伝統的な戒律にその規則が伝えら
れているからである。時代に応じた変化，すなわち内面の「静」を求めつつ，社会との共生へ
の取り組みとしての「動」的活動は，大乗仏教の目指すものであった。
　後の大乗仏教も，伝統的な出家の戒律をすべて否定しているわけではない。むしろ，大乗の
出家僧は，従前の保守的な部派仏教の出家僧よりも，自らにきびしい戒律を課していたこと
は，玄奨三蔵を伝える記録からもわかる。大乗仏教を，時代や社会に対応すべく改革された仏
教精神の復興運動ととらえることもできよう。わが国の南都六宗のうち，律宗（南山律）を伝
えた鑑真和上は，中国唐代の大乗の出家僧である。大乗においても，授戒の作法などは伝統的
な仏教に伝えられてきたものを重んじた。こうした点は，今日のわが国の仏教の伝統教団と新
宗教教団との対比のなかに見ることも可能である。
　奈良，唐招提寺には繭紬和上（687－763）の乾漆像が安置されている。秘府は，わが国の遣
唐使の要請をうけて，幾度もの渡航のすえ，最後にも盲目となりながらも，仏教の戒律を日本
に伝えた。聖武上皇ほか，多くの人々が，認可から仏教の正式の戒律を受け，仏教信徒となっ
た。日本の人々が優婆塞（ウパーサカ，男性信徒）・優婆夷（ウパーシカー，女性信徒）とし
ての戒めをたもつことになった。野選和上ゆかりの唐招提寺の「招提」は，「四方（チャー
トゥ・ディサ）」を音訳したことばである。そこには仏教のコスモポリタン（世界人）の理想
が示されている。唐からわが国に仏教の戒律を伝えるためにやってきた，四方の人（世界人）
としての鑑真和上を偲ぶ寺院が唐招提寺ということになる。仏教者は，釈尊の教えや戒めを伝
えるためには世界のどこへでも赴いたのである5。
　この鑑真も，階末から唐初の混乱期に，求法のために天竺（インド）への旅に向かった玄奨
三蔵（600［2］一664）も，実際は正式の許可のない出国であった。かれらはいずれも国禁を犯
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しての出国である6。仏教は，釈尊以来，時代や社会背景に規制された，実定法としての規則
（法律）を尊重しながらも，それを超えた，普遍的な理法（ダンマ，ダルマ）を重んじたから
である。規則や法律を超えて人としてなすべきものがあるという理解は，宗教を超えて普遍性
を有する。
　仏教では，ひととしてたもつべき普遍的な理法を説いた。特定の時代や社会背景によって定
められた実定法にたいしては，それを絶対視することのないことも仏教の採った態度である。
普遍的な理法は宗教の差異を超えたものである。第二次大戦中に，日本政府の命に背いて，多
くのヤダや人に日本通過ビザを発給して，かれらを救った，当時のリトアニア領事・杉原千畝
氏（1900－1986）の行為にも人聞としてなすべき普遍的な理法が見られるのである。
H．社会福祉の実現と仏教
　釈尊は，在家信徒のためには人としてたもつべき理法をたもち，社会人としての戒めを身に
そなえることを勧めた。同時に，かれらのためには社会事業をおこなうことが宗教的な功徳を
増大せしめるものであることを説いている。
「園に植え，林に植え，橋を作り，井戸の舎（いえ）や貯水池を作る人々，休息所を与える
人々，一かれらの功徳は，昼夜に，常に増大する。それらの人々は，法に安住し，戒めを身
に具えて，天におもむく。」〔『ブッダ神々との対話一サンユッタ・ニカーヤ1一』1－5－
7，岩波文庫〕
　これらの社会事業は，いずれも当時のインドでは人々がみな必要としていたものであった。
こうした事業を，為政者として実践した歴史上の人物が，インド全体を統一したアショーカ
（阿育）王（前268－232年在位）である。初期仏教の時代から，社会事業と在家の仏教信徒と
は密接な関係があった。
　釈尊の時代以来，仏教の出家の修行僧は，今日に言うところの社会事業に率先して取り組む
ことはなかった。そうした社会事業に専念することは在家信徒の務めであると見なされていた
からである。出家の僧侶たちは，かれらの精神面の指導をおこなう宗教者（レリジォアス・
ティーチャー）の役割を果していた。
　出家主義的な旧来の仏教を批判した大乗仏教は，在家（信徒）・出家（僧侶）を一貫したも
のである。大乗仏教での在家・出家は，かれらの生活形態の相違からのものであり，在家も出
家も釈尊の精神，すなわち「慈悲」の実現に向かって努めることには変わりがなかった。「慈
悲は細れ，仏道の根本なり」〔『大智度論』〕とみなされていたからである。大乗仏教に至っ
て，僧俗が一体となった仏教社会福祉の道が開けたと言えるのである。大乗仏教では，解脱を
得るための行い（自利atm距hita）と社会貢献（利他pararhita）とが相即したものであるととら
えた〔自利即利他〕。
　現代では，東南アジア特にタイでの開発僧の活躍にみられるように，伝統的・保守的仏教
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　（Traditional　and　Authorative　Buddhism）においても，出家僧侶たちが自らの修行に専念するば
かりではなく，積極的に社会活動を行い貢献している7。内面の「静」から社会的な「動」へ
と，伝統的・保守的仏教でも宗教家たちの意識が大きく転換してきている。時代や社会の要請
に応えるという意味では，それは大乗仏教の精神にも結びつくものである。こうした伝統的な
仏教の修行僧たちの社会活動なども，近年Socially　Engaged　Buddhismと称されているが，その
呼称は西洋の宗教・社会観を背景に用いられた表現であり，大乗の精神にそれは本来存してい
た。
　海外仏教福祉を，日本の仏教者や教団が海外でおこなった，もしくはおこなっている社会福
祉活動ととらえると，その端緒は明治以前にさかのぼることはむずかしい。但し，社会にたい
する仏教者や教団の活動を，今日的な社会事業として限定しなければ，海外に眼を向け実際に
海外に渡った仏教者（僧）は明治以前にもいた。鎌倉時代の日蓮の弟子・日持（1250一？）
は，師・日蓮の「一天四海　皆帰妙法」の理想を実現すべく布教伝道のために大陸に渡ってい
る。彼の消息はその後途絶えたが，仏教を日本から海外にむけて発信しようとした仏教僧とし
て特筆すべきものである8。
　鎖国の時代から近代の幕開けをむかえた明治期には，海外に眼をむけた仏教者たちの活躍が
目立つようになった。当時の仏教排斥運動（排仏殿折）も，停滞していた仏教者側の自覚を促
す一つの要因となった。ほかにも，禁制とされていたキリスト教の再開とかれらの積極的な社
会活動も仏教側に強い刺激をあたえることとなった。すでに明治9（1876）年には，真宗大谷
派が上海に別院を開いている。その後の日清戦争（1894－95）の勝利による海外進出にとも
なって，わが国の仏教各派は海外の開教（布教）に取り組むようになった9。
　明治26（1893）年，シカゴで開催された，世界初の万国宗教大会（会議）には，日本の仏教
を海外に紹介するためにわが国の仏教宗派を代表する仏教僧4人〔繹　宗演（臨済宗），土宜
法龍（真言宗），薦三三全（天台宗），八淵婚龍（真宗）〕が日本代表として参加している。コ
ロンブスがアメリカ大陸を発見して400年目にあたるこの年に開催された，世界コロンブス博
覧会の記念事業の一貫として催された，様々な世界会議の一つがこの万国宗教大会であった。
会議では，世界宗教としての仏教，特に日本仏教の存在を世界の知識人たちにアピールするこ
とになった。この万国宗教大会の開催をもって，わが国の仏教が正式にアメリカに伝来したと
見なされている10。
　国内においては，わが国の学術の振興のために，西洋の近代的な学問研究の方法が採り入れ
られた。モースやフェノロサをはじめ，海外から学識者たちが二二された。日本文化にたいす
るかれらの報告は，日本の特に仏教文化にたいする関心を海外により深めることとなったσこ
の時代に，わが国の仏教文化を海外に紹介し，活躍した日本人は，フェノロサとともにわが国
の仏教美術の発掘や保護に尽力をした岡倉天心（1863－1966）である。またわが国の禅文化を
多くの英文著述で世界に紹介した鈴木大拙師（1870－1966）の活躍も忘れることは出来な
い110
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皿．海外仏教社会福祉
　海外仏教社会福祉には海外移民の日系人の仏教信徒の活躍や，欧米・アジア諸国における布
教・開教などにともなう社会活動も含まれる。移民が国策として奨励れさた時代に，多くの
人々が海外に新天地を求めて渡った。新しいかれらの社会では，母国での宗派にもとづいた仏
教信仰をたもちつつ，地域共同体からやがて今日ではその国の国民として，広く仏教精神にも
とづいた地域での社会活動が行われている。こうした海外の仏教活動は，現在は宗派ごととに
拠り所としての別院などが建てられ，日本での各宗門や寺院との連携が保たれている。この中
で，本願寺派の米国仏教団（Buddhist　Churches　of　Amedca）はわが国で最も古い海外仏教組織
である。
　海外におけるわが国の仏教文化にたいする関心が深まるのと同時に，布教のために現地にお
いて社会貢献をおこなう教団や寺院の活躍も増えていった。海外の先進国では，東洋の精神的
なやすらぎを人々が求め，仏教が，それに応えてくれるものとして歓迎されたからである。
　大正4（1915）年に，パナマ運河開通を記念して，サンフランシスコで万国仏教大会が開催
されている。この頃には，既にロサンゼルス，サクラメント，サンフランシスコ，シアトル，
ハワイなどには日本の移民とともに，東西本願寺派，日蓮宗，臨済宗妙心寺派などが仏教会を
設立している。この大会には日本からの代表，当時のシャム国王，チベットのダライラマ法王
ほか，アメリカ代表，メキシコ代表，ハワイからはフォスター夫人，インド，セイロン，ビル
マなどからの代表者たちが参加した。
　シカゴで開催された万国宗教大会から数えて70年目にあたる昭和37（1962）年には，「佛教
東漸七十年記念会」が，鈴木大拙師を準備会長に推して企画され，神田学士会館において式典
ならびに仏教文化会議を開催している。この時の結成式典の開会の辞は，長谷川良信師が行っ
ている。この会議では，第2部会で「仏教の国際的振興について」の意見発表が5名の仏教学
者（藤吉慈海，金岡秀友，今岡真一良，早島鏡正）によって行われた12。
　仏教社会福祉を，仏教精神にもとつく社会活動（貢献）ととらえれば，海外仏教福祉は，海
外における仏教精神にもとつく社会活動全般を含むことになる。近代西洋社会での仏教の浸透
と受容は，わが国の仏教者だけではなく，チベットやベトナムからの亡命僧たちの活躍にも
よっている。ノーベル平和賞を受賞したダライラマ14世や，ベトナム僧ティクナット・ハン師
らの世界平和のための活動はともに世界の認めるところである13。
　現在，わが国では超宗派の仏教系NGOによる活動が，海外の福祉に向けて多方面に展開さ
れている。仏教NGOネットワークには全日本仏教会をはじめ現在17団体が加盟し14，それぞれ
自主的な活動をつうじてネットワークに協力をしている。その中には，日蓮宗伝道部も含ま
れ，本願寺派による．アーユス仏教国際ネットワークや天台宗一隅を照らす運動本部などが含ま
れている。その他，アジア諸国で，積極的に社会貢献を行っているシャーンティ国際ボラン
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ティア会（SVA）もその1つである。　SVAの前身は，曹洞宗東南アジア難民救済会議
（JSRC）として1980年に活動が始まっている。
　海外における仏教の社会活動も，必ずしもわが国（日本）の仏教者や教団だけが主体となっ
て行われているわけではない。1891年，ダルマ・パーラ師によって発足された大菩提会（マ
ハーボディ・ソサイアティ）による仏教復興活動や社会福祉活動も世界的な広がりをもってい
る。国際的なNGOとして，アジアでは最大の規模をゆうするスリランカに本部を置くサルポ
ダや運動は，アリヤラトネ（アーリヤラトナ）師によって創設された。主として第一次産業の
活性化支援や農村部の公衆衛生・生活の向上などの社会活動を行っている。
　中国仏教の伝統を継承する隣国台湾でも，大乗仏教の精神にもとつく仏教福祉（活動・貢
献）が盛んである。それらの活動の主体はおおむね，法鼓山15，慈済会，仏光山などの現地の
仏教教団である。そうした教団の活動も世界的な広がりをもちつつある。かれらの活動は教化
活動のみならず，例えば法鼓山を中心とした国際学術交流への貢献，慈雨会による仏教精神に
もとつく総合病院の運営など多岐・広範囲に及んでいる。
　その他，台湾の市井にも仏教精神をもとに小規模ながら社会貢献をおこなっている方々がい
る。筆者とも親しい葉　阿月博士（もと台湾大学教授）は，台北市内のマンションの1フロ
アーを開放して「善友文教基金会」を設立し，仏教を学ぶ者たちに広く学問の機会と場所を提
供してきた16。それは，インド学・仏教学の泰斗，中村　元博士（1912－1999）が創設した
「東方学院」設立の精神が，葉氏の社会活動をうながしたものである。
　仏教精神を重んじる実業家が，社会貢献を行うことも珍しくない。仏教聖典を諸外国語（世
界44力国語）に翻訳し，キリスト教の聖書同様に，国内外の宿泊施設や病院に寄贈し，仏教を
世界の人々に身近なものとする活動を行ってきたのは，わが国の仏教伝道協会である。この仏
教聖典は点字や日本手話によるDVDもある。伝道協会は，総合精密測定器「ミツトヨ」創業
者・沼田恵範氏（1897－1994）によって設立された。その他，協和発酵の創設者・加藤弁三郎
氏（1899－1983）の設立した在家仏教協会の活躍もあげられよう。
　海外におけるわが国の仏教教団の社会活動のなかでは，特に仏教系の新宗教教団の活躍がい
ちじるしい。それらの多くは，これまでの伝統仏教宗門の各派のように，海外に教団の支部を
もうけ，現地で布教活動の一貫として社会活動（貢献）を行っている。世界の指導的な宗教者
を一堂に会する，世界宗教者平和会議（WCRP）の創設に尽力し，その実現に貢献をしたのは
在家仏教教団の立正佼成会創始者・庭野日敬師（1906－1999）である。諸宗教の対話と協力に
よる世界平和の実現にむけての活動が続いている。
　世界宗教者平和会議は，1970年の京都での第1回会議を皮切りに，これまでに国内外におい
て会議が開催されている。インドシナ難民救済委員会による難民救済活動の展開（1977），国
連の各種会議（環境・軍縮など）への参加，平和シンポジウムの開催，カンボジアやアフガニ
スタンの難民支援活動・復興協力などを行ってきた。2006年8月には第8回の世界会議が京都
で開催された。
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　また市会は，教団としての海外仏教福祉の取り組みの一貫として，青年たちが主体となった
南アジアプロジェクトを推進してきた。若い会員たちが，現地の人々と一体になった地道な社
会貢献（井戸掘り，士関，農業指導，現地での就労提供など）を続けている。
　教団や大寺院の別院の活躍とは別に，個人で仏教精神にもとづいた社会貢献をおこなってい
る方々も多い。訪問したラオスの一農村で，子供たちが教育の機会も与えられず，僅かな金銭
を得るために，人身売買されているという現状を知り，大きな衝撃を受けた仏教者もいる。彼
は，私財を投じて小学校を建て，現在も年間の多くをかれらと共に現地で協同生活をしている
大分県出身の日蓮宗老僧である。
　仏教の目指すものは，人類社会における福祉の実現である。家庭の，地域の，社会や国家
の，そして世界の平和やしあわせを実現しなければならない。如何に小さな運動であっても，
共感する者たちが集まることによって大きな力が生まれるからである。
1V．対立から宥和ヘー世界平和のために一〔付加〕
ブッダ（buddha）の語は，もともと普通名言司（co㎜on　noun）であって，固有名詞（proper
noun）ではない。だれでも，人格を完成しこころの静けさを獲得したものはブッダと呼ばれ
た。ジャイナ教の開祖・ニガンタ・ナ一画ブッタの尊称として知られているマハーヴィーラ
（mah二一vka，偉大な英雄）も同様に，普通名詞である。佛典には釈尊もマハーヴィーラと呼
ばれることもあり，ジャイナ教の開祖ヴァルダマーナもブッダと称された。これはキリスト
（メシア）の語とも同様である。キリストももともと普通名詞であり，特定の人格を表す固有
名詞ではなかった。
　普遍的な正しい理法を重んずるものは，誰でも仏教徒であると見るのが本来の仏教的なとら
えかたである。ここでいう理法（ダルマ）は，いずれの宗教にも共通するひとがたもつべき普
遍的な法である。この意味から，筆者は，マザー・テレサ女史の社会貢献と言動を通じて，
「真のキリスト者は真の仏教者である」という思いをより強く懐いている17。
「社会福祉には，本来，これが仏教とかこれがキリスト教とかの相違はないはず」。故・長尾
章象教授〔前立正大学短期大学部〕が，生前よく筆者に語っていたことばである。曹洞宗の寺
院に生を受けた長尾教授は，戦後，厚生省で福祉分野の業務に長らくたずさわっておられた。
宗教や民族の差異を超えて人々の福祉を願う，その思想を普遍思想と筆者はとらえてきた。福
祉の実現にむかうための思惟や思考を普遍思想の中でとらえれば，宗教の異をことさらたてる
必要はなくなる。まったき人格者には，宗教の差異が無いのと同様である。
　社会における平等性（サマター）の実現のためには，個々のヴィシェーシャ（差別，個性，
特性）が尊重されなければならない。それが仏教的な平等観である。この平等観を宗教を超え
た普遍的なものとして受け入れられれば，仏教的という表現さえも必要なくなる。ただし，宗
教的な寛容と宥和の精神が仏教にははじめからあった。それを表す大乗仏教のことばが「一乗
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（一仏乗・仏乗）」である18。如何なる教えにも，どのような修行にも意義を認めるというこ
の一乗の思想は，現代世界の諸宗教問の対立や紛争解決にもっとも必要な精神である。これか
らの世界を救うためには仏教による他はないと，故インディラ・ガンディー首相は考えてい
た。
　釈尊の戒めを重んじる仏教僧は争うことをしなかった。ただし，他宗教と公開論争をおこ
なった仏教僧が近代にいた。当時，イギリス統治時代のスリランカの首都コロンボでは，出家
僧たちが生活の糧でもあった托鉢さえ禁止されるという事態が起きた。止むなく立ち上がった
仏教僧がスリランカのグナーナンダ（1823－1890）である。パーナドゥラ・ヴァディヤと名付
けられたキリスト血温と仏教僧のこの論争（1873）は，キリスト教側からの要請でその一部始
終が記録に収められていた。結果はキリスト教側にとって大きな痛手となった。その記録を後
に知って，深く感銘を受けたのがアメリカ人のオルコット大佐（H．S．Olcotte）である。かれは
東洋の宗教の復活と活性を願って仏教テオソフィカル・ソサイアティ（神智協会The　Buddhist
Theosophical　Society）を創設した（1880）。ここで学んだ学僧がダルマ・パーラ師である。シ
カゴで開催された万国宗教会議（1893）に参加する途中，ハワイに立ち寄ったダルマ・パーラ
から精神的な助言をうけて感動し，仏教徒に帰依した女性がいた。それがフォスター婦人であ
る。西洋の宗教では解決することができない悩みを彼女はいだいていた。近代のインドの仏教
復興運動は彼女の私財を投じての協力に大きく寄ったものである19。
　この「パーナドゥラ論争」を，精緻な調査研究をもとに翻訳した韓国の学僧がいる。韓国の
伝統仏教教団・曹渓宗の師家の資格も有する金　漢益博：士である。金博士は，現在は日本に帰
化され「釈　前震」の日本名をもっている。釈博：士は，当初，母国における韓国語での出版を
考えていた。ところが，この論争の一部始終が韓国で公刊されると，彼の身に危険が及ぶとい
う周囲からの助言もあって，日本語による日本国内での初版の刊行となった〔現在は韓国語で
も出版されている〕。釈博士が邦訳され，中村　元博士が監修された『キリスト教か仏教か一
歴史の証言一』〔山喜房，1995年〕がそれである。西洋の宗教や信仰の誤謬が，伝統的な上座
仏教を奉ずるスリランカの一仏教僧によって鋭く指摘・論破されている。彼が論争を挑んだ目
的は，教義や神話的解釈の誤りを論難iすることではない。他宗教にも仏教同様に寛容の精神を
実現させることであった。
　釈尊は，教義や信仰上の差異をたてることよりも，人間としての正しい生きかたや姿を自ら
実践することを説いた。その教えは，大乗仏教に至っても変わることはない。ただし，出家・
在家を一貫した大乗仏教では，やがて，漢訳仏典の広まった文化圏において特殊な諸相が現れ
た。大乗仏教は，人々の世俗の願望や希求にたいして，それをまったく否定するのではなく，
仏教として応えるという形を採用した。本来は仏教には無かった加持・祈濤などを教化手段と
して採り入れたのも大乗仏教である。現実（世俗）を生きる人々の姿や個性（ヴィシェー
シャ）に意義を認めることもその特色であった。
　このような大乗のもつ性格は，出家の僧侶たちが実社会の中で生きる上でも変化が生じてき
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た。本来は出家者には厳禁されていた事柄にもやがて参与するようになったのである。隣…国の
李氏朝鮮の時代において，秀吉の進軍にたいして武器をもって戦った僧侶たちや，中国の清の
軍隊の侵入に義僧たちが組織した降魔軍などがあった20。それまでの仏教を廃して儒教を国教
として立てた李朝では，仏教僧たちが賎民視されたこともあった。そうしたかれらが社会にお
ける存在復権のためには，時代・社会参加型の行動をとることも一つの対応だったのである。
そうした行動を現代から見てどう評価するのかという問題については様々な視点から論じなけ
ればならないだろう。先の世界大戦にもわが国のほとんどの僧侶や宗教家たちは，宗教上の事
由をもって従軍を拒むことはなかった。多くの僧侶や宗教者たちは戦勝祈願をした。それはア
メリカも同様である。広島に投下された原子爆弾を搭載したエノラゲイ号には神父が搭乗して
いる。やはりいずれも命に服従せざるを得なかったのである。
　今日の日本では，僧侶は存在していても語義通りの出家（家を出て遍歴遊行する宗教家）は
ほとんどいない。それは日本だけではなく，後期大乗のヴァジラ・ヤーナ（金剛乗）を奉ずる
ネパール仏教も同様である。かれらネパール仏教の僧侶たちは寺院に止住せずに家庭生活をい
となみ生業にも従事している21。これからの世界において，わが国の僧侶たちが，戦争にたい
してどの粋な態度を表明すべきかについては様々な角度から議論されるべきであろう。社会参
加型仏教と難も，すべての点において社会の行動に参画することではないはずである。
　アヒンサー（不傷害）は無抵抗ではない。アヒンサーの精神を，現代的・合理的に解釈した
M・ガンディーは，理想を掲げた。世界のなかで，たった一国であっても，その国が兵器の使
用を放棄すれば，そのことによって世界に必ず平和が訪れると彼は考えていた22。武器や戦争
を放棄することによってたとえ他国から非道な攻撃を受けたとしても，その酷さ悲惨さによっ
て，世界は戦争のない平和な社会を実現することの重要性に気づくと言うのであろう。その一
国は文化的にも経済的にも成熟・発展した国である必要があると思う。唯一の被爆国である今
の日本は，それを実現できる世界でただ一つの国ではなかろうか。理想と現実の乖離を指摘し
て，この意見から眼を逸らしてはならない。世界平和実現には，代償をともなう。わが身を顧
みることのない彼の主張した態度は，戦争や暴力にたいする，最も大きな代償（自己犠牲）を
ともなう抵抗だからである。現代の世界は，このことを真剣に考えなければならないと思うの
である。
　子供たちにとって最もやるせないわが親（ブッダ）の死が，こころが顛倒し本質を見失って
いる彼ら（衆生）を気づかせるための巧みな手段であるということが『法華経』如来寿量品の
「良医治子」喩の重要なテーマであった。イエス・キリストの礫刑は，彼の死という大きな悲
しみによって普遍的なキリストの精神（愛）を永久に伝えることになった。深いかなしみは
人々に最も大切なことを気づかせるのである。死をもって，平和の大切さ・生の尊さに気づか
せることに，宗教を超えた普遍性を感じるのである。
　現在，わが国の各地には，仏教を含む宗教者たちが宗教や教団の教義の差異を超えて，様々
な問題を率直に語り合う集いが増えつつある。東京大田区にも宗教者懇話会が発足して今年
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（2009年）で満2年ほどになる23。参加メンバーは仏教各派，カトリック教会，プロテスタン
ト教会，新宗教各教団，神道系ほかに属する，大田区在住の宗教者たちである。参加者たちは
いずれも，他宗教との相互理解と，宗教者として社会貢献にこころを寄せるものたちである。
筆者も，大田区にある小勢との縁があり，この会のメンバーの一人となっている。懇話会は隔
月に開かれている。これまで，池上・本門寺が常設の会場となり，その他にも田園調布カト
リック教会でも行われた。全員が，仏教の法要や教会のミサにも体験参加する機会がある。
　この懇話会では開会に先立って，必ず黙想を行う。参加者全員が，それぞれの信仰にもとづ
いた世界平和の祈りのことばをこころに念じて，黙想を終える。三業のうちのこころによる行
為（祈り）も，宗教月たちの社会福祉への取り組みの一つだからである。懇話会が発足してか
らも，世界には様々な出来事がおきた。ミャンマーでおきた，僧侶や一般市民を含む多くの死
傷者を出した軍事政府側の暴挙にたいして，大田区宗教者懇話会では，直ちに，緊急の課題と
して提議し，ミャンマー大使館に遺憾の意を表明した文書を持参し直接手渡した。市井の一宗
教者懇話会の抗議文がはたしてどれほどの意味をもっているのかは定かではない。しかし，海
外での出来事にも，宗教者たちが座視せずに遺憾の意を表明することが重要である。日本から
発進する，海外（世界）の福祉を願う小さな活動も海外仏教社会福祉の一つとして位置づけら
れるからである。
　本稿の最後に，その時に持参した表明文を記録として残すために挙げておきたい。
在日　ミャンマー連邦国　ラー・ミィン大使閣下　殿
　　　　　　限りなき悲しみと遺憾表明
　我々，日本国，東京都大田区に布教の拠点を置く，「大田区宗教者懇話会」は，全ての宗教者が，
宗教や宗派の相違を超えて連携し，日本及び世界の平和と安寧，社会福祉を真剣に考える会です。
　我々，大田区宗教者懇話会メンバー一同（別添名簿のとおり）は，2007年9月26日，貴国ヤンゴン
市において，貴国政府当局によるデモ鎮圧のため，僧侶・市民に多数の死者・負傷者が出たことを心
より憂慮し，ここに限りない悲しみと遺憾の意を表明いたします。
　貴国ミャンマーは，アノーラター王以来，仏教国として慈悲の伝統を現代に伝え，世界に誇る美し
い仏教文化を築き上げてきました。釈迦牟尼仏陀のお生まれになった古代インドでは，国王と難も，
出家者を権力をもって抑えつけることはありませんでした。
　この度の，貴国の出家者・市民の受難の詳細は，広く世界に報道されました。デモ鎮圧の様子，僧
院内の流血の映像は，そこで何が起こったかを歴然と物語るものでした。銃口の前になす術もない無
事の出家者・市民の苦痛は，我々の共有するところであります。
　貴国の人々にとって，僧侶は，心の依りどころであり，心の支えであることは，今更，申し上げる
までもありません。貴国の政府当局による，このような強権の発動が，今後，決して起こらないこと
を願って止みません。
　貴国ミャンマーの平和と発展，国民の皆様の幸福，そして仏教に根ざす美しい伝統・文化の継承を
衷心より祈念しつつ，ミャンマー国・駐日大使にこの一文を呈します。貴国政府の代表者に，我々の
意とするところを汲み取られ，直ちに善処されます事を願って止みません。
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　　　　　　　　　　　以　上
　　2007年10月22日
　大田区宗教者懇話会
　　代表世話人
　　　　　　　早　水　日　秀
〔註・早水日秀師は当時の本門寺執事長〕
　付記
本稿は，筆者が立正大学学園に奉職して以来の無二の老朋友（ラオ・ポンヨー）・鷲尾祐喜義教授の
古稀記念号に，氏とも呪懇であった故・長尾章象教授を偲びつつ，同時に，氏との語り尽くせぬ親交
にえにしの深さを感じながら呈するものである。
注記
1　『律蔵Ma瓶vagga』のこの記述にあるbhik㎞ave　caratha（ビクたちよ，歩め）として述べられてい
　る動詞rcarには，「歩む（遊行）」の意と「行動する」の意がある。内面的な自己実現の「静（＝
　解脱）」と，それが社会に意義あるものとなって現れる「動」とが不可分であるというとらえ方は
　普遍思想に結びつく思惟である。初期仏教および大乗経典の言葉には，現代的な解釈も必要とな
　る。．『法華経』に登場する地涌のボサツたちのリーダー（上首）には皆その名に一caritraが付せられ
　ている。その語根もcarである。羅什三蔵はそれを「行」と訳した。行は修行と同時に「実践」を
　意味する。世界の福祉（loka－hita），即ち社会の幸せにむかって仏教精神の実現に励むところに，
　大乗仏教のボサッ思想があった。
2　拙論「福祉ということば」『人間の福祉』第1号，平成9年，pp．47－59．参照。
3物D顧醒切・（PrS）・・d・byR・D・vid・and　E．C御・・t・・，・・1』．0・∬・・d　U・i・…i呼P・ess，1947．　PP．72
　－76．中村　元博士訳『ブッダ最後の旅一大パリニッバーナ経一』岩波文庫，pp．9－16．参照。
4　Socially　engaged　Buddhismとして，社会参加型の佛教が注目されている。ダライ・ラマほか，
　ティクナット・ハン師たちが寄稿したこの種の論文を収めているものとして次のものがある。
　　Eη8αgθ4β編励∫∫∫Rεα4θr，ed．Amold　Kotler，Berkeley，1996．
　　Eπgα864飾4痂5〃漉漉ε馳5ちed．Christopher　S．Queen，Wisdom　Publication，Boston”2000．
5　拙論「招提（チャートゥ・ディサ）・万人への愛情〔鑑真の渡航と故郷一仏教文化の視点から
　一〕」『人間の福祉』第11号，平成14年，pp．183－195。
6　拙著『玄奨』清水書院〔人と思想〕，平成6年，p．69。
7　櫻井義秀著『東北タイ開発選一宗教と社会貢献一』梓出版，2008年。本書にたいする新見道子氏
　による書評がネットで閲覧できる。
8　拙論「日持一宣化出土遺品とその科学的年代測定に関連して一」『東方』第5号，東方研究会，
　平成元年，pp．6－22．同「日持上人の海外伝道」『大崎学報』150号，平成6年，　pp．97－118参照。
9　『仏教海外開教史資料集成』（第2回）不二出版，2008年，参照。
10　『仏教東漸百年記念・先覚者の遺徳を偲ぶ』世界連邦仏教徒協議会，平成5年，参照。
11霊性を意味するスピリチュアリティー（Spirituality）の語を重んじた鈴木大拙師は，日本的霊性
　の発現は鎌倉時代になってからであると言う。日本的霊性と佛教の受容とが深いかかわりを持って
　いる事を指摘し，政治と文化が貴族的・概念的因襲性を失脚して大地性となった時に，日本的霊性
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　は自己に目覚めたと言う。『日本的霊性』〔岩波文庫，青323－1〕第1篇pp．73－84．参照。
12　註（1①に同じ。
13　ヴェトナムの禅僧テイク（釈）氏は1926年生まれ。ヴェトナム戦争のさなか被災者や難民の救済
　活動を行う。彼が主体となった相互依存の教団では14の戒律を説き，現代社会への啓蒙が多く含ま
　れている。その中で第1，第5の戒律を引用しておきたい。
　「第一戒　どのような教条，理論，イデオロギーであっても，たとえそれが仏教のものであって
　も，それを盲目的に崇拝し，あるいは，それに縛られてはならない。すべての思想体系は，人を導
　くための手段であって，絶対的真理ではない。」
　「第五戒　数百万の人たちが飢えている状況において，富を蓄えてはならない。名声，利益，富，
　官能の楽しみを，人生の目的としてはならない。簡素に生きて，時間，エネルギー，物質的資源
　を，困っている人たちに分かちなさい。」
　　テイク・ナット・ハン『ビーイング・ピース』壮神社，1994年。第6章（pp．138－144）参照。
14仏教NGOネットワークには以下の17団体が参加している。
　　（財）全日本仏教会・アーユス仏教国際ネットワーク・（財）庭野平和財団・愚心画塾・ぴつば
　ら奨学金・社団法人シャンティ国際仏教ボランティア会・ありがとう基金・BAC仏教救援セン
　ター・アジアの友を支援するRACK・天台宗一隅を照らす運動総本部・立正適正会・宗教法人孝道
　山本仏殿・日蓮宗宗務院伝道部・（財）アジア・アフリカ国際奉仕財団・テラ・ネット（Tera
　Net）・T，M。良薬センター・日本スリランカ仏教福祉協会。
15　法鼓山は釈　聖厳法師によって今日の基礎が築かれた。聖厳法師は立正大学大学院で博士の学位
　を取得されている。母校立正大学に奨学基金を設けられた聖厳法師は，残念ながら今年（2009，
　2）亡くなられた。台湾最大の梵鐘は法鼓山にある。「平和の鐘」で名高い富山の老子製作所で鋳
　造されたものである。この梵鐘には法華経のおよそ7万文字が刻まれている。老子製作所の元井秀
　治氏によると，古来から名鐘の音は3里（約12キロ）わたるとのことである。
　　ちなみに慈雨会の謹厳法師は一か年（2007），第24回・庭野平和賞（NPP）を受賞された。
16　葉　孤月博士（1928－2009）は，東京大学大学院（印度哲学〉で博士号を取得された。博士論文
　は『唯識学における空性説の特色』。筆者が台湾に滞在のおり，『毘尼説経』〔大蔵出版〕校訂の際
　に大変お世話になった方である。本年7月に葉博士は急逝された。葉博士が創設した基金会の正式
　の名称は「財団法人台北市浄法界文教基金会」。この基金会には立正大学で修士号をえた王文雄氏
　も所属している。
17拙稿「マザー・テレサ女史よりのメッセージ」『人間の福祉』第2号，平成9年，pp．143－153。
　マザーからのメッセージが筆者のもとに届いたその年の九月に彼女は他界している。マザーのこと
　ばとM・ガンディーのそれには大変近いものがある。インドに居てそうした精神がより育まれたも
　のであろうか。
18　武内整一・月本昭男編『宗教と寛容一面宗教間の対話に向けて一』大明堂，平成5年，中村　元
　「同一宗教の内部における諸異説の対立と宥和」pp．3－20参照。
19　金　漢益博士訳注『キリスト教か仏教か』，山喜房1995年置中村元博士による「監修のことば」
　参照。日本名・釈1吾震博士は，学問研究面の活躍のみならず，伝統仏教の灯火を継ぎ，中村元博士
　を心から慕う，本稿の筆者が尊敬する品性高い仏教僧である。
20　中村　自著『チベット人・韓国人の思惟方法』春秋社，1989年，pp．261参照。
21拙稿「ネパールの古都パタン滞在報告」『人間の福祉』第5号，平成11年，pp279－298．参照。
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22　Bharatan　Kunnarappa　ed．　M．K．Gandhi〃γREκ1G101＞，　published　by　Nav句ivan　Trust，！958．『マハト
　マ・ガンディー・私にとっての宗教』武内啓二ほか訳，199！年7月，pp．14（〉一142。
23　大田区宗教者懇話会は，立正佼成会大田教会の役員（教会長・植原伸江氏）の方々の尽力から生
　まれた。在家仏教教団として，法華経の寛容と宥和の精神実現にむかって，地域社会から更に世界
　にむけて諸宗教の対話を促進している。大田区での懇話会は平成19年6月に始まり，現在（平成21
　年8月現在）21回目を迎えた。
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